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数理最適化という考え方 

田辺隆人（株式会社 NTT データ数理システム）1 

 

新しいテクノロジーや手法とかが出ると、みなさん最初は面白がってあれこれ試

してみようとします。最初の段階ではそれほど大したことができなくても、こんな

んじゃだめだ、とかいう人はあまり居なくて、こんなことができるなんて面白いじ

ゃない、がんばってね、とか声をかけて励ましてくれます。 

電話と FAX しかなかった時代に E-mail はとても素敵な媒体に見えたし、メール

ボックスの管理やスパムメールとかに嫌気が差しだしたころには SNS が現れて話

題をさらいました。手元にあるマシンが増えてセットアップやソフトウエアの管理

が面倒だなあと思ってたらクラウドだとかサブスクリプションだとかがこちらの気

持ちを見透かしたように現れる。 

でも、段々とその技術が成熟してできることも増えて目立ってくると、敵も増え

てきて新しい技術がスタンダードになるには長い道のりになることも多いですね。

クロネコヤマトの宅配便というサービスを創った小倉さんという方も既得権益を代

表する監督官庁と戦うことを強いられたし、新しい話だとフェイスブックの電子マ

ネーも導入が延期されてしまった。そもそも学生同士のネットワークづくりのため

にフェイスブックを始めたザッカーバーグ氏も自分が将来まさか議会で証言するは

めになるとは思わなかったでしょう。 

私のバックグラウンドは数理最適化という技術です。この技術は、現実世界の制

約をうまく折り合わせてよいやり方を発見する手法について探求するもので、その

理論はそもそも最適解は「制約」とぎりぎりせめぎあうところに存在すると教えて

います。絵で描くとこういう感じ。青いのが制約です。 
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これを冒頭の話に当てはめてみるとなんだか整合しているような気もしてきま

す。新しい技術がそれほどの力を持たない場合には、みんな応援してくれてずんず

ん進む。でも最適解に近づいて注目度も上がってくると、制約、さきほどの話では

「既得権益」を持っている人が目の前に現れてきて、思わぬ抵抗に会う。それでも

抵抗にめげず現れた制約と戦って落ちついたところ、そこが結局最適解なわけで

す。ここから一つ教訓めいたことを引き出すならば、何かやろうとすると必ず敵が

現れるのは別に悲観するようなことではなくて、かなり良い線まで行っているから

であって、抵抗が現れてからが本番だ、とかいう風にも解釈できますね。 

ただ最も世の中はそこまで単純ではなく（非凸と言います）、目の前に現れた制

約と戦って落ち着いたところが一番良いところは限らない場合もある、というのも

理論が教えるところです。 

 

この図の場合だと左にある青い制約と一生懸命に戦ってここが最適なはずだ！とか

思っていると、さにあらず。戦う相手を間違えてしまったために、真の「最適解」

を得ることができなかったわけです。 

数理最適化の分野ではこういう難しいケースの場合にもなんとか良い答えを求め

るにはどうしたらよいか探求が続いていて、改善が行き詰まったらそこからサイコ

ロを振って示された方向にえいやと動いてみたり、そもそも考慮するべき（戦うべ

き）制約を別の構造の問題（双対問題）を解いて選んでみたり、といったいろいろ

な工夫が行われています。 

到達できる最適解を決めているのは実は「制約」の方だ、というのは、私が数理

最適化の中から得た一つの視点で、この視点から世の中を眺めてみるとちょっとし

た気付きがあったりします。 



 

3 

 

ディズニーとか、USJ とかに行って人気のアトラクションに乗ろうと思ったら、

長い列に並んで過ごす待ち時間に我慢する必要があります。タクシーなんて、街中

のどこを歩いていてもスマートホンのアプリでちょちょいと呼べば 5 分と待たず

に自分の居る場所にやってくるこの世の中、なんと前近代的、非効率的なことか、

なんとかこれを最適化する余地はないかなあ、とつい考えてしまうのは人情です。 

でも、ここで「制約」の方から考えてみましょう。遊園地がどんなにがんばって

人気アトラクションをフル稼働したとしても一日の間の収容人数には限りがありま

す。だからそれを体験できるのは全来場者のうち限られた一部の人に過ぎません。

「並ぶ」という行為は来場者の中で「誰が」体験できるのかを選定するプロセスと

して存在しているのですね。こういうのがいやだとしたときの、いかにも IT っぽ

い成り行きを考えるとすると、遊園地の入口のところで、スマートホンに 

この一覧に表示されているアトラクションにこの順に行きましょう。 

待ち時間なしで乗ることができます。ただし時間は厳守してね。 

 

とかなんとか出てくる、というのを誰かが考えそうです。運が良いと一覧の中に一

番人気のアトラクションが現れるけれど、運が悪いとだめ。こんな管理社会的な遊

園地は仕事みたいで面白くないですよね。それならば「実力本位」。すなわちがん

ばって早起きして並んで、思うまま好きなアトラクションに乗る方が楽しいはずで

す。 

でもやっぱり、閑古鳥が鳴くアトラクションと、長い列ができて我慢を強いられ

るアトラクションがあるのはどうにかしたいものです。一つだけ手があるとすれ

ば、皆が何を嬉しいと思うか、数理最適化で言うところの目的関数を変更すること

です。 

1 番人気のアトラクションに乗らないかわりに、2番手 3番手のアトラクション

に続けて乗れて、豪華なランチが付いてくるならばそれでよいかなあ、とか皆が納

得してくれるのであれば、持ってゆき方次第であの長い列は一気に消失してみんな

満足する可能性は十分にあると言えます。つり合いの取れる条件を案出したり提案

するのに今時の機械学習的な手法も使えるかもしれません。 

我々人間は生きてゆく上で、食べたり飲んだり眠ったり、場所もエネルギーも使

う。生物としてのスペックも良く似ているから同じようなものが好きで、限られた

資源を奪いあっている状態になるのもやむなし、というのは制約の方から考えてみ

るとわかるきびしい現実です。そこで皆がとにかく「同じもの」を求めようとする

ならば、遊園地の人気アトラクションのようにさらに競争は熾烈になって、「早い

者勝ちなんだからとにかく並ぶ」といった前近代的、非効率的なプロセスが相変わ

らず支配するままになってしまうでしょう。 

我々は COVID19 でこれまでの生活や価値観を見直すチャンスを与えられまし

た。この機会に SDG という旗印の下、こういう楽しみ方もある、こういう幸せもあ

るのではないか、とすこし立ち止まって考えてみるのもよいのではないかと思って

います。 
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